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READERS’ FORUM

英語語彙学習の効果に関する研究 －高校生を対
象としたチャンク学習と単語単独学習の比較－

Comparison Between Learning Words in Chunks and in 
Isolation by Japanese High School Learners of English

石川 芳恵　Yoshie Ishikawa　
Shizuoka University (Doctoral Student) & 
High School Teacher

大瀧 綾乃　Ayano Otaki
Shizuoka University (Lecturer)
https://doi.org/10.37546/JALTTLT45.1-3

第二言語における語彙学習について、文章を読んだり聞いたりしなが
ら文脈の中で行うべきだとする主張がある一方で、文脈から切り離して単
語を単独で明示的に学習する方法の有効性も報告されている。本研究の
目的は、日本語を母語とする高校生にとって、英単語をチャンクで覚える
方法と単独で覚える方法のどちらが英単語の日本語訳を覚えるのに有効
であるかを検証することであった。それら二つの方法を用いた語彙指導
を3週間行い、事前テストおよび計3回の事後テストを実施した。実験の結
果、両方法ともに学習後18週間まで効果があり、二つの学習法に統計的
に有意な差は認められないことが判明した。また、調査した20語の中に
は覚えにくい単語や忘れやすい単語があり、単語単独で学習する方法で
は、長期的に記憶に留めておくことが難しい単語があることが明らかにな
った。よって、これら二つの語彙学習法を相互補完的に用いることが望ま
しいことが示唆された。

Some researchers argue that vocabulary should be learned with 
context since it provides learners with the idea as to how the 
word is used in communication. However, other researchers in-
sist that teaching vocabulary in isolation from context is also 
effective since learners can concentrate on learning the target 
words. Thus, the purpose of this study is to investigate the ef-
fectiveness of two methods of learning vocabulary: learning 
words in chunks and in isolation. The study also aims to analyze 
if there are any words that are easy or difficult to learn and to re-
tain. The results of the posttests showed that the two methods 
were equally effective for memorizing Japanese translations of 
English words. However, it was revealed that some words were 
difficult to retain when they were learned in isolation. The au-
thors argue that teachers should complementarily make effi-
cient use of these two methods in their classroom.

はじめに
英語語彙学習において文脈をどのように用いるべきかに
ついて、これまで議論がなされてきた。単語を文脈から切
り離して明示的に学習する方法の利点の一つは、学習者
が学習すべき単語に意識を集中させることができるという
点である（Nation, 2013）。しかしBarcroft（2020）は、そのよ

うな単語単独学習の利点を認めながらも、単語レベルの
知識の獲得にとどまってしまい、学習者が実際にその単
語を使えるようにはならないという欠点を挙げている。さら
にHasegawa（2016）は、単語の意味を明確に想像できる例
文を文脈として用いて学習すれば、学習者は後でその意
味を容易に想起できると述べている。

日本の多くの高等学校では、単語集や単語カードを自
学自習に用いているが、英語教員の中には、単語は文脈
の中で学習した方が覚えやすいとして、単語のみを暗記
する学習に対して消極的な意見もある。そこで本研究で
は、高校生への明示的な語彙指導として、単語を単独で
学習する方法と文脈を用いて学習する方法がどの程度効
果的であるかについて調査した。また、覚えやすい単語や
忘れにくい単語があるとすれば、それは学習法による違
いがあるのかを分析した。

文脈を活用した単語学習の研究
Anezaki（2003）は、中学2年生を対象に、形容詞10語を目
標語として、単語単独学習、一文中に単語を挿入した学
習及び目標語である形容詞に名詞を組み合わせたコロケ
ーション学習の効果を比較する実験を行った。学習直後
に実施した1回目の事後テストと6日後に実施した2回目の
事後テストの成績を比較した結果、コロケーションを用い
た方法が効果的であると報告している。

Anezaki（2003）の分析によれば、単語単独学習では、
学習者は単語の形と意味を結びつけることに専念すれば
よいため、記憶する際の負担が少なく、1回目の事後テス
トの結果は良い。しかし、思い出す際に手掛かりが少ない
ため、2回目の事後テストでは成績は下降するとのことで
ある。コロケーションでの学習は、目標語とともに提示され
る単語も理解し記憶する必要があり、学習直後の成績は
単語単独学習と違いがないが、形容詞である目標語を名
詞と結びつけて記憶することにより、時間が経過しても意
味を想起しやすいと主張している。さらに、一文中での学
習では、目標語以外の単語や文全体の構造や意味も理
解する必要があるため記憶しづらく、時間の経過とともに
目標語の意味を思い出せなくなると述べている。

研究課題
先行研究の結果を踏まえ、文脈をより焦点化させて提示
することを意図したチャンク1学習と、単語単独学習の成
果を比較するため、以下の2点を研究課題として挙げる。
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日本で英語を学習する高校生にとって、
(a) 新出英単語の日本語訳をチャンクで覚える方法と、

単独で覚える方法のどちらがより効果的か。
(b) 覚えやすい単語と覚えにくい単語、そして忘れにく

い単語と忘れやすい単語は2つの学習法によって違
いがあるか。

研究実験
学習する英単語
実験で使用する英単語は、実験参加者が「コミュニケーシ
ョン英語Ⅰ」の授業で使用している教科書『Crown English 
Communication I』（霜崎他, 2016）の「Lesson 2 Going into 
Space」で使われている20語である。それぞれの日本語訳
及び学習するチャンクを表1に示す。なお、これらのチャン
クは、教科書本文中で当該英単語が含まれているチャン
クと可能な限り一致させた。

実験方法
実験の流れを図1に示す。第1週に事前テスト、第2～4週
に英単語学習第1回～第6回、第4週に事後テスト1を実
施した。最終回の英単語学習から8週後に事後テスト2、 
18週後に事後テスト3を実施した。授業では、「Lesson 2  
Going into Space」の3セクションを各週1つずつ扱った。

第1週 事前テスト


第2週
セクション

1

授業1回目→英単語学習第1回（15分間）
授業2回目→英単語学習第2回（15分間）
授業3回目→英単語学習なし



第3週
セクション

2

授業4回目→英単語学習第3回（15分間）
授業5回目→英単語学習第4回（15分間）
授業6回目→英単語学習なし


第4週

セクション
3

授業7回目→英単語学習第5回（15分間）
授業8回目→英単語学習第6回（15分間）
授業9回目→事後テスト1


第12週 事後テスト2


第22週 事後テスト3

図1 実験方法の流れ

表1 実験で使用した英単語とチャンク

No. 英単語 日本語訳 チャンク 日本語訳

1 above ～の上に fly around above us 私たちの上を飛び回る

2 arm wrestling 腕相撲 try arm wrestling 腕相撲をやってみる

3 astronaut 宇宙飛行士 become an astronaut 宇宙飛行士になる

4 citizen 市民 a citizen of the earth 地球の市民

5 commander 司令官 a good commander 有能な司令官

6 common 共通 the common nature 共通の性格

7 crew 乗組員 a crew of the ship 船の乗組員

8 drip したたる drip on the paper 紙の上にしたたる

9 everywhere どこにでも fly everywhere どこにでも飛んでいく

10 experiment 実験 busy with the experiment 実験で忙しい

11 frightening 恐ろしい a frightening story 恐ろしい話

12 gravity 重力 without the help of gravity 重力の助けを借りずに

13 humanity 人類 important for humanity 人類にとって重要な

14 identify 確認する identify the earth 地球を確認する

15 oasis オアシス look like an oasis オアシスのように見える

16 stick くっつく stick to the feet 足にくっつく

17 straw ストロー use a straw ストローを使う

18 stretch 広がる stretch on and on 果てしなく広がる

19 vastness 広大さ the vastness of space 宇宙の広大さ

20 wipe 拭く wipe the body 体を拭く
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実験参加者
実験参加者は、静岡県内の公立高等学校の普通科1年生
40名である。本高等学校は、ほぼ全員が大学に進学する
中程度レベルの進学校である。参加者40名を20名ずつ2
グループに分け、グループAには英単語をチャンクで、グ
ループBには単語のみで学習させる活動を英語の授業で
行った。

2つのグループの英単語学習法
① グループA（チャンク学習グループ）
各セクション1回目の英単語学習では、「新出単語ワーク
シートA」（表2参照）を用いて正しい日本語訳を学習し、チ
ャンクの発音練習及びチャンクを英語から日本語に、日本
語から英語に訳す練習を行った。各セクション2回目の英
単語学習では、「新出単語ワークシートA」を用いた練習の
後、「音読ワークシート」（表3参照）を使用し、チャンクを意
識しながら音読練習を行った。

表2 新出単語ワークシートA（抜粋）

新出単語 品詞 チャンク 日本語訳

land 動詞 land on the moon

astronaut 名詞 become an astronaut

表3 音読ワークシート（抜粋）

【A】
When Koichi Wakata was five years old, Apollo 11 
(landed) (on) the moon.  He dreamed of (becoming) an 
(astronaut).

【B】
When Koichi Wakata was five years old, Apollo 11  
(l     ) (o ) the moon.  He dreamed of (b       ) an (a        ).  

【C】
When Koichi Wakata was five years old, Apollo 11 
 (      ) (  ) the moon.  He dreamed of (        ) an (         ).  

② グループB（単語単独学習グループ）
各セクション1回目の英単語学習では、「新出単語ワークシ
ートB」（表4参照）を用いて正しい日本語訳を学習した後
に、各単語の発音練習及び英語から日本語に、日本語か
ら英語に変換する練習を行った。各セクション2回目の英
単語学習では、「新出単語ワークシートB」を使用した練習
の後、「語義ワークシート」（表5参照）を用いて、単語の日
本語訳を書き、各単語の英語の定義を選ぶ活動を行った。

表4 新出単語ワークシートB（抜粋）

新出単語 品詞 日本語訳 派生語など

land 動詞

astronaut 名詞

表5 語義ワークシート（抜粋）

単語の意味を日本語で記入し、英語の定義としてふさ
わしいものを、下の枠から選んで記号で書きなさい。
1  land  (訳：　　　　）［定義：　　　　］
2  astronaut (訳：　　　　）［定義：　　　　］
(ア)　a person who travels and works in a spacecraft
(イ)　one of the very large areas of sea on the earth
(ウ)　to come down through the air and rest on the ground 

事前テストと事後テスト
グループAに対するテストは、チャンクの横に書かれてい
る日本語訳の空欄に当てはまる日本語を書く形式で行っ
た。グループBに対しては、単語の日本語訳を書く形式で
出題した。

実験結果と考察
グループAとグループBの比較
テストの平均点、標準偏差を表6に示し、図2に視覚化し
た。2要因混合計画の分散分析（グループ×テスト）を行っ
た結果、交互作用およびグループの主効果が統計的に有
意ではなかったが、テストの主効果は統計的に有意であ
った（F (2.12, 80.53) = 293.33, p <.001, partial η2=.89）。 
Bonferroni法による多重比較を行った結果、両グループと
もに、学習前よりも学習直後の方が英単語を適切に日本
語訳に変換できる割合が高くなったが、それを事後テスト
2、3において維持することはできなかった（表7参照）。以
上の結果から、研究課題（a)「新出英単語の日本語訳をチ
ャンクで覚える方法と、単独で覚える方法のどちらがより
効果的か」への答えは、両学習法は指導18週間後まで同
程度に有効であるということになる。

本研究の結果は、コロケーションの形で文脈を用いた
学習がより効果的だとするAnezaki（2003）とは一致してい
ない。Anezakiでは目標語が全て形容詞で、既知の名詞と
の組み合わせで覚えやすくなったのに対し、本研究では
目標語の品詞、チャンクの語数が異なり、イメージしにくい
語もあったためと考えられる。

表6 実験結果

グループ n
事前テスト 事後テスト1 事後テスト2 事後テスト3

M SD M SD M SD M SD

A 20 4.15 1.63 14.90 3.13 13.95 3.55 13.60 3.59

B 20 3.50 2.09 15.45 3.32 13.25 3.88 12.15 3.17

注：各テストの満点は20点
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図2 実験結果

表7 グループA，Bにおける多重比較検定結果

語彙テスト p

事前テスト  ＜ 事後テスト1 p < .001***

事前テスト  ＜ 事後テスト2 p < .001***

事前テスト  ＜ 事後テスト3 p < .001***

事後テスト1 ＞ 事後テスト2 p < .001***

事後テスト1 ＞ 事後テスト3 p < .001***

事後テスト2 ＞ 事後テスト3 p = .06
注：Bonferroni法にて調整済み　　　　　　　　
     *: p < .05, **：p < .01, ***：p < .001

単語別の分析結果とタイプの分類
反復測定による二元配置分散分析（テスト×単語）を行
い、各単語についてテストの平均点の差を検定した結果、
交互作用が統計的に有意であった（F (57, 1083) = 4.49,   
p < .001, partial η2= .19）。さらに、単純主効果の検定の
結果、グループAではabove，common，everywhereを除く
17語、グループBではabove, everywhere, oasisを除く17語
について、テスト間の平均点の差が統計的に有意であっ
た。そこでBonferroni法による多重比較を行い、20語をタ
イプⅠ～Ⅴに分類した（表8参照）。

「覚えやすい単語」と「覚えにくい単語」
「覚えやすい単語」をタイプⅠ、Ⅱ、Ⅲ、「覚えにくい
単語」をタイプⅣ、Ⅴに該当する単語と定義する。ただ
し、everywhereとoasisは天井効果が観察されるため「覚え
やすい単語」に分類した（表9参照）。両学習法に共通して
覚えにくいaboveについて、藤森・吉村（2013）は、位置を
表すinやon等とは異なり、空間概念（動作の方向性）が明
確でないため、概念を理解しにくい前置詞であると述べ
ている。本研究でも、同様の理由で学習効果が観察され
なかった可能性がある。さらに、グループAにとって覚えに
くかったcommon は、チャンクthe common natureのnature
に「自然」という意味もあるため「性格」という日本語と繋げ
にくく日本語訳を想起する助けになりにくかった可能性が
考えられる。

表8 テスト結果に基づく単語の分類

タイプ テスト結果 グループA グループB

Ⅰ 事前テスト＜事後テスト1
事前テスト＜事後テスト2
事前テスト＜事後テスト3

arm wrestling, astronaut, citizen, 
commander, crew, drip, experiment, 
frightening, gravity, humanity, stick, 
straw, stretch, vastness, wipe

arm wrestling, astronaut, citizen, 
commander, common, crew, drip, 
experiment, gravity, humanity, straw, 
stretch, wipe

Ⅱ 事前テスト＜事後テスト1
事前テスト＜事後テスト2
事前テスト＝事後テスト3

該当なし frightening, stick

Ⅲ 事前テスト＜事後テスト1
事前テスト＝事後テスト2
事前テスト＝事後テスト3

identify identify, vastness

Ⅳ 事前テスト＝事後テスト1
事前テスト＜事後テスト2
事前テスト＝事後テスト3

oasis 該当なし

Ⅴ 事前テスト＝事後テスト1
事前テスト＝事後テスト2
事前テスト＝事後テスト3

above, common,
everywhere

above, everywhere,
oasis

注：＜：平均点の差が統計的に有意である、＝：平均点の差が統計的に有意ではない
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表9 グループA，Bにおける「覚えやすい単語」と 
「覚えにくい単語」

覚 え や す
い単語

A

arm wrestling, astronaut, citizen, 
commander, crew, drip, experiment, 
everywhere, frightening, gravity, 
humanity, identify, oasis, stick, straw, 
stretch, vastness, wipe

B

arm wrestling, astronaut, citizen, 
commander, common, crew, drip, 
everywhere, experiment, frightening, 
gravity, humanity, identify, oasis, 
stick, straw, stretch, vastness, wipe

覚えにくい
単語

A above, common

B above

「忘れにくい単語」と「忘れやすい単語」
「忘れにくい単語」をタイプⅠ、「忘れやすい単語」をタイ
プⅡ、Ⅲ、Ⅳに該当する単語と定義する。ただし、oasisは
天井効果が観察されるため「忘れにくい単語」に分類した

（表10参照）。両グループに共通する忘れにくい単語は
13個である。どちらの学習法でも忘れやすいidentifyは、
意味の抽象度が高く、日本語訳が記憶に留まりにくかっ
たと考えられる。これは、単語の抽象度が学習効果の持
続に影響を及ぼすというAlsaif & Milton（2012）の指摘と
合致する。単独学習では忘れやすいがチャンク学習で
はそうでない単語（frightening，stick，vastness）について
は、チャンクで使われている他の語（句）（a frightening 
story，stick to the feet，the vastness of space）が、当該単語
の意味をより明確に示し、日本語訳の想起を助けている
可能性がある。

表10 グループA，Bにおける「忘れにくい単語」と 
「忘れやすい単語」

忘れにくい
単語

A

above, arm wrestling, astronaut, 
citizen, commander, common, 
crew, drip, experiment, everywhere, 
frightening, gravity, humanity, oasis, 
stick, straw, stretch, vastness, wipe

B

above, arm wrestling, astronaut, 
citizen, commander, common, crew, 
drip, experiment, everywhere, gravity, 
humanity, oasis, straw, stretch, wipe

忘 れ や す
い単語

A identify

B frightening, identify, stick, vastness

以上の結果より、研究課題（b）「覚えやすい単語と覚え
にくい単語、そして忘れにくい単語と忘れやすい単語は2
つの学習法によって違いがあるか」に対して、「覚えやす
さ・覚えにくさ」には、学習法による大きな違いが見られな
いが、「忘れやすさ・忘れにくさ」に関して、単語単独学習
では長期的に記憶に留めることが難しい単語があると言
える。

まとめ
本研究では、チャンク学習と単語単独学習は、英単語の
日本語訳を覚えるのに同程度に有効であるという結果が
得られた。しかしながら、学習法の違いによって効果が
得られにくい（覚えにくい）単語や効果が失われやすい 

（忘れやすい）単語があることも判明した。チャンク学習
では、学習すべき単語の意味をはっきりとイメージできる
ようなチャンクを用いることが重要であり、単語単独学習
では、チャンク学習のように日本語訳を想起する手掛か
りがないことから、効果が失われやすい単語があること
が示唆された。よって、実際の語彙学習では、両学習法
を相互補完的に用いることが望ましいと思われる。例え
ば、単語集での単語単独学習後に例文を用いたテストを
行うことにより、単語を覚えやすく忘れにくくすることが考
えられる。

今後の研究では、英語熟達度といった学習者の要因
や品詞や抽象度などの単語の特徴によって、どちらの学
習方法が効果的かを明らかにすることで、学習者や目標
語に最適な学習法を見出すことができると考える。その
ためには、品詞別の単語数や単語の抽象度を調整した
上で実験を行い、被験者の英語熟達度と合わせた比較
を今後の課題としたい。

注
本研究におけるチャンクとは「まとまった意味を持つ単語
の集まり」を意味する。
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